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はんのき 

を 貫ぬ く 大きな 運河の 岸に は、 ポプラ や 赤 揚樹の 長い 

並木が、 そよ そよ 吹く 微風に さえ 枝 を ゆすぶって いま 

した。 村に は 家屋敷が およそ 二十ば かり、 その 鎧 戸 は、 

みんな 明るい 緑色 か、 青空 そのままの 色に 塗られ、 屋 

根 は、 多く は 紅い 薔薇色、 または 黒と 白の まだらに 塗 

られ ていました。 壁 は 雪の ように 真白で、 太陽 〔# 「太 

陽」 は 底本で は 「大陽 匕 に 輝いて いる 時 は 目が いたくな 

る ほどでした。 村の 中央に は、 苔む した 土手の 上に 風 

車が そびえ 立って います。 この 風車 はこの 辺 一 帯の 低 

地の 目標 ともなって いるものでした。 ずっとず つと 昔、 

はね まっか 

この 風車 は 翼 も 何もかも すっかり 真紅に 塗られた こと 



一 面 海の ようでした。 

さて、 その 村 はずれの 小屋の 主人と いうの は、 大へ 

ん年 とった、 そして 大 へん 貧乏で、 ジェ ハン. ダァズ 

というお じいさんでした。 このお じいさん も、 ずっと 

以前 は 軍人で、 あの ナポレオンの 大 軍が このべ ルギ— 

に 攻め入って 来た 時には、 戦いに 出た 経歴 も 持って い 

ます。 しかも このお じいさんが、 その 戦場から 持ち か 

えった 〔# 「持ち かえった」 は 底本で は 「持ち かえた 匕 も 

のとして は 何 一 つなく、 ただ、 大きな 傷 を 受けて、 一 

ちんば 

生 跛 を ひきずらねば ならない こと だけでした。 

ジェ ハン じいさんが 八十 才 になった 時、 じいさんの 



娘が、 アンデルス というと ころで 死に、 ニ才 になった 

ばかりの 男の子 をお じいさんの 手に 残しました。 自分 

一 人の 暮 しさえ やっとで ある この 貧乏な おじいさん は 

それでも 愚痴 一 つ こぼさず、 この 厄介者 を 引き受け ま 

した。 そして この 厄介者 はじき、 おじいさんに とって 

可愛い、 尊い、 なくて はならない 大切な ものに なって 

しまった のでした。 その 忘れが たみの ネル 口 —— 実の 

名 は ニコラス というの だが、 それ を 可愛らしく 呼んで 

ネル 口と したので す —— は、 この 上ない おじいさんの 

慰め 手と なって、 この 小さな 小屋 はほんと うに 平和で 

した。 小屋 は 粗末な 掘 〔# 「掘」 は 底本で は 「堀 匕 つ 立 



て 小屋に すぎませんで したが、 おじいさん は、 いつも 

きちんと 片 づけ、 貝殻の ように 白く 塗り立てて、 まわ 

かぼちゃ 

りに は、 ささやかな 豆 や 薬草 や 南瓜の 畑 をつ くって い 

ました。 

このお じいさんと 孫と は、 おそろしく 貧乏で、 全く 

なにも 口にする ことので きない 日が 幾日も あり、 たと 

えどん なにう まく 行った 日で も、 これで 十分と いう ほ 

ど 〔# 「ほど」 は 底本で は 「ぼ ど 匕 食べられる ことな ど 決 

してありませんでした。 ですから 二人に とって は、 こ 

れで腹 一 ぱいと いう だけ 食べられれば、 それが もう 天 

国へ 登った ほど ありがたい ことなの でした。 しかし こ 



水 を 一 飲みす る だけの 暇 さえ 与えず、 ただもう 追い 立 

てに 追い立てて 鞭 をなら すので した。 

くわ ッと 照りつ ける 太陽に、 焼ける ように 熱くな つ 

た 道。 饑え 切って きりきり いたむ 腹、 かわき 切って ひ 

リ ひりいた む 喉、 目 は 砂 ぼ こりで かすみ、 腰に 結びつ 

<びき 

けられた 重荷の 軛の 情け容赦 のない 重さ。 さすがの 

パト ラッシュ も、 ぼつと 気が 遠くな り、 生れて 初めて 

よたよ たと よろめいて、 口から 泡 を ふいて 倒れて しま 

いました。 これ を 見る と 金物屋 は、 彼 独特の 気つ け 薬 

をと リ出 しました。 ああ、 それ は 蹴る ことでした。 ど 

なること でした。 かたい 樫の 棒で なぐりつける ことで 



ル— ヴ アンの 町で お祭りが ある 前の 日でした。 で、 金 

物屋 は、 早く その 市場へ 行きつ いて、 金物の 店 を 出す 

のに 都合の い い 場所 をと ろうとい そいで いるので した _ 

ですから こんな ことにな つた 今、 金物屋の 癇癩 は大へ 

んな ものでした。 その ル ー ヴ アンまで は、 まだな かな 

かなんです もの。 金物屋 は、 どこかに 飼主に はぐれた 

犬で も 居ない もの か、 いたら、 なるたけ 大きな 奴 を ひつ 

捕えて、 しばりつけて やろうと、 悪 ごすい 目 をき よろ 

きょろ させながら、 さも やり切れな そうに 車 を ひいて 

行きました。 パト ラッシュ は 蹴 こまれた ままで いまし 

た。 茫々 と 草の しげった 溝の なかに —— 



ている のが、 気が かりな 風でした が、 間もなく、 すべ 

ての ことが 分って 来たので、 すっかり 安心し ました。 

こうして おじいさんと 子供の 親切な 心が 分る と共に、 

パト ラッシュの 心の 内に は、 生れて はじめて 愛と いう 

ものが、 非常な 力で 湧き上った のでした。 そして その 

愛 は、 その後 一生、 パト ラッシュが 死ぬ まで、 一度 も 

鈍った ことはありません 〔# 「ありません」 は 底本で は 

「あ リぁリ ません 匕 でした。 パト ラッシュ は、 恵まれた 

今度の 新しい 生活の すべて を 知ろうと して、 その 澄ん 

だ 目で、 じっと 注意 深く、 おじいさんと 子供の する こ 

と を 見守つ て いました。 



ンの お祭り さわぎに、 ひどく 酔つ ばらった あげく、 暄 

嘩 をして 殺されて しまった のです。 生きて いて、 もし 

もみつ け 出されで もしたら、 パト ラッシ ュ 〔# 「パト ラッ 

シュ」 は 底本で は 「パ ー トラッシュ 匕 は 否応なし、 この 新 

しい 居心地の い い 家から、 ひきずられて 行かねば なら 

なか つたで しょうに。 

それから 二三 年た ちました。 ジェ ハン じいさん は、 

それまで なやんで 来た 跛の 上に、 今度 は リュウ マチ 

を わずら つ て 足が ひどく しびれる ようになり、 もうこ 

の 上 は、 車に ついて 出かけられ なくなって しまい まし 

た。 この 時六才 になって いた ネル 口 は、 それまで 何遍 



さん は 日 あたりの いい 小屋の 入口に 腰 を 下して、 ネル 

口と パト ラッシュが いそいそと 畑の 木戸 をく ぐリ、 や 

がて、 その 姿が 遠くへ 消えて しまうまで 見送り、 とろ 

とろつ と 居ね むって、 短い 夢 さえみ る。 やがて 目 を さ 

まして、 お祈り をしたり、 畑の ものな ど 見廻った りす 

る、 そうこう する うちに 時計が 三時 を 打つ と、 おもて 

へ 出て、 ネル 口た ち を 待ち受ける のでした。 うちへ 近 

づ くと、 パト ラッシュ は うれしそうに 一 声高く 吠え ま 

す。 そして K 棒 を はずして もらって、 ゆっくり とくつ 

ろぐ のです。 ネル 口 は その 日の 賃銀 を 得意そう に 計算 

し、 やがて、 みんな そろって ライ麦の パンに、 牛乳 や 



屋を つ つんで くれたぶ どうも、 冬になる とみす ぼらし 

く 枯れ はてて、 黒い 汚い 蔓 がから みついて いるば かり 

です。 あやまって 水 を 床に こぼした りすれば、 じきそ 

あれの 

れが 凍りつ いてし まう のでした。 広い 荒野 は 雪に 埋れ 

て、 ネル 口の きゃしゃな 手足 は 痺れ パト ラッシュの 頑 

丈な 脚 も 氷柱で 傷が できました。 しかし ふたり は 健気 

にも 泣き言 一 つ 言わず、 梶棒の 鈴の 音 も ほがらかに、 

毎朝 三 里の 道 を 行く のでした。 アン トヮ ー プの 町の 

人々 はみ ないじら しがって、 パン 切れに ス— プを そえ 

て、 持ち出して 来て くれる おかみ さんや、 かえりの 

あきぐ る ま たき * き 

空車 の 中へ 薪 の 束 を 入れて くれる 人な ど あらわれ ま 



く 犬 を 胸の あたりまで 抱き上げました。 その 顔 は、 涙 

に ぬれてい ました。 ネル 口 は、 堂 内の 両側に かかげて 

〔# 「かかげて」 は 底本で は 「かがげ て 匕 ある 二つの 画 を 

ぴったりと 覆った 厚い 布 を 指して、 言いました。 

「パト ラッシュ、 貧乏で お金が はらえな いから あの 画 

が 見られな いなんて、 なんて 情ない ことだろう。 貧乏 

人に は 見せられな いなんて、 どうして あの 画の 作者が 

言う もの か、 い つ だ つ て 僕らに 見せる つもり だ つ たん 

だ、 毎日 見 てても いいと 思った にちがいない。 それ だ 

のに、 こんなに 覆って しまう なんて、 金 持が 来て、 金 

を 払わなければ、 いつまでも 美しい 画に 光り も あてな 



いなんて。 ああ 見たい な、 見たい な 見さえ すれば 僕、 

死んでも いいんだ が I 」 

パト ラッシュ は はじめて 知りました。 あんなに もネ 

ルロを ひきつけ、 さそい 入れた ものが、 この 覆われた 

二つの 大きな 画だった という こと を。 しかし パト ラッ 

シ ュ にも どうす る こと もで きませんでした。 

「キリストの 昇天」 「十字架 上の キリスト」 この 二つの 

名画の 見物 料 を 儲け 出す こと は、 ネル 口にと つても パ 

トラッシュに とっても、 丁度 この 寺院の 高い 尖塔に よ 

じ のぼると 同様 全く 思い も よらぬ 難事だった のです。 

ふたり は、 余分な お金な ど、 それ こそ 一文 も あり はし 



でした。 その 夜 コゼッ は、 

「あの 子供 を あま リア ロアと 遊ばせち やい かんね。 あ 

とでき つと 心配事が 起って 来る よ、 あの 子供 は 今年 十 

五 だし、 娘 は 十二 だ。 それに あの 子 は、 ちょっとした 

顔つきで も あるし ごとお かみさんに はなしか けました- 

おかみさん は、 スト— ヴの 上に おかれた さっきの 絵に 

つくづく 見入りながら、 

「それに まじめな 子で、 一 本気の ようで も ございます 

しね ご と 言いました。 

「そ こじゃて。 それ を わし はおもう のじ や ごと、 コゼ 

ッ はたば こ をつ めながら 言いました。 



「こうして 離して おく 方が いいの じ や。 あの 子供 は ど 

うせ 乞食み たいで、 その上 画家に なろう などと、 とん 

でもない ばかげた 夢を見て いる。 まかりまちがえば、 

"しあ つせ 

このの ちどんな 不幸が 起って 来る かもし れん、 用心 

用心 ご 

こうした 間に も、 れいの 松の 板 ぎれ は、 粉 挽 屋の食 

堂の スト— ヴの 上の 置 時計と 十字架像の 間に、 大事 そ 

うに かざられて ありました。 ネル 口 はとき どき、 絵 だ 

けがこう も 歓迎され て、 それ を 描いた 自分 は なぜ 除け 

ものにされる のか しらと、 かなしい、 さびしい おもい 

を 抱く のでした が、 ネル 口 は 決して S みが ましい こと 



き つ とえら くなる から 」 

「まあ あたしが あんた を 忘れる つ て 言う の、 そんな こ 

と言うな らい いわ ご と 愛らしく 泣き ぬれた ァ ロア は、 

頰を ふくらして すねた ように 叫びました。 その 眼に は 

まごころが あらわれて いました。 少年 は それ をみ ると 

胸が せまって、 いそいで 目 を そらしました。 遥か彼方 

に は、 宵闇に ほ の 白く、 あの 旧教の 大 伽藍が そびえ 立 つ 

ていました。 少年の 顔に は、 一瞬間、 何 か 崇高な かが 

やきが ひらめきました。 ァ ロア はちよ つと こわくな つ 

た ほどでした。 

「僕 はえら くなる ご と、 少年 は I 木い 息をして 眩き まし 



て、 あわれだった 昔の ことな ど 思い出し、 よけい その 

成功 を よろこんで くれる だろう。 その 時が 来たら、 

ジェ ハンお じいさんに は、 あの セント. ジャック 寺の 

中に 描いて あるえ らいお 坊さんの ように、 毛皮 や 紫の 

着物 を 着せて あげて、 その 肖像 を 描いて あげよう。 そ 

れ から 忠犬 パト ラッシ ュ の 頸に は 金の 頸 環 をつ けて や 

り、 自分の すぐそばへ おいて、 集まって 来る 人々 に、 

「この 犬が、 前に は 私の たった 一人の 友達だった ので 

すごと 紹介しょう。 住む 家 は、 あの 大寺院の 塔の みえ 

る 丘の 上へ 大理石の 宮殿の ような のがい い。 そこへ 多 

くの 貧乏な 淋しい そして 大きな 望み を 抱いて いる 少年 



こさ ゆ-つ 

しいお 菓子 や 御馳走 を頰 ばりながら、 笛 や 胡弓に 合せ 

て、 おどり 狂って いるので すから、 ネル 口にと つて は、 

よい 気持の しない 日で ある にもかかわらず、 彼 はよ く 

堪えて、 小屋の 入口に 犬と 並んで 腰かけ、 

「ね、 パト ラッシュ。 くよくよす るの は 止そう よご こ 

う 言いながら パト ラッシ ュ の 頸 を だいて 接吻して やる 

のでした。 粉 挽 場の 方から は、 たのしげな 笑声が つ 

た わって 来ます。 

「いいさ、 いいさ。 いまに だんだん かわって 来る から 

ね、 辛抱お しょ ご 

力た 

少年 は 未来の こと を 確く 信じて いますが、 パト ラッ 



けなの ご 

「ああそう かご 

おじいさん はだ まって しまいました。 ネル 口の 無 邪 

気な 言葉 を 聞いて、 おじいさんに はすつ かり わけが 

ほった て ごや 

分った のです。 老いぼれて、 長い間、 掘 立 小屋 〔# 「掘 

立 小屋」 は 底本で は 「堀 立 小屋 匕 の 中に ねたき りで は あ 

りました が、 おじいさん は、 まだ、 世間が どう 言う も 

のかと 言う こと を、 忘れて はいませんでした。 おじい 

さん はやさし く 孫の 美しい 顔 を 自分の 胸の へんに 引き 

よせて、 

「お前 は 貧乏な 子 だからの うご 



した。 ひどく 荒れた 部屋です が 北側から 光線が 入り ま 

す。 この 部屋で ネル 口 は、 木片で 無 細工な 画架 を こし 

らぇ、 それに 大きな 紙 を 張り、 そこへ これ ぞ とおもう 

もの を ぜひ 一 つ 描き あげようと 一 生 懸命に なって いる 

のでした。 ネル 口 は、 誰に も 画の 描き 方 を 教わった こ 

とはありません。 むろん、 絵 具 を 買う 余裕な ども あり 

ません。 ただ、 白と 黒の 使い分けで 目に うつる もの を 

描く だけでした。 いま、 彼が 木炭 筆で 描いた ばかりの 

大きな 画 は、 一人の 老人が、 倒れた 樹に腰 を 下して い 

ると ころ、 ただ それだけです。 少年 は 以前、 年取った 

きこ：：：.' 

樵 夫の ネッ セルが、 夕方に なると、 そんな 様子で 休ん 



でい るの を 度々 みたので した。 輪廓の 具合 や 影の 描き 

方な ど、 誰に おそわった でもない けれど、 ネル ロは自 

分の 考え 一 つで、 さも 老いぼれた、 つかれた 老人 を 描 

きました。 宵闇が せまって 来る 暮れ どき、 倒れた 樹に 

腰 を 下して、 あらゆる 世の 苦労 をな めつ くした ような 

つかれた かおつきで、 じっと 思い 沈んで いる この 老い 

た 樵 夫の 様子 は、 全く 詩の 趣きが ありました。 もとよ 

リ その 画 は 素人ら しく、 欠点 もあります が、 しかし、 

ほんとうに 自然な 素直な 画です。 いかにも、 かなし 

むせ 

さに 咽んで いるよう で、 ある 美し ささえ 持って います _ 

パト ラッシュ はいつ も、 何時間で も 動かずに この 画が 



ふき ふき、 そっと 凋まない 花 を 花環に 編んで、 ァ ロア 

に それ を 墓場へ 持って行かせ、 今 は 少年 も 立ち去って、 

人影 もない その 墓の 上に うやうやしく おかせた のでし 

た。 

ネル 口と パト ラッシュ は、 はりさける ような 悲しい 

胸 を 抱いて 墓場 を 立ち去つ たが、 その かえ リ 行く 小屋 

さえ も、 なお ふたりに 〔# 「ふたりに」 は 底本で は 「ふた 

リ にめ 匕 慰め を 与える こと をし ませんで した。 それ は、 

この 小さな 家の 地代が 一 月お くれに なって しまって い 

たと ころへ、 この かなしい 葬式の ために、 ネル 口 は、 

最後の 一 銭まで、 払って しまった のです。 小屋の 持主 



たこの 小屋。 どんなに つかれて かえって 来ても、 安ら 

かにい こわせて くれた この 小屋。 —— その 晚 ネル 口と 

ともしび 

パト ラッシュ は、 ー晚 中火の 気のない 炉ば たで、 灯 

もっけず 抱き合って いました。 めいめい、 心の中に、 

この 小屋の、 すぎ 去 つた 日の こと を 思い起し なが ら I 

やがて 一夜が あけました。 それ は クリスマスの 前の 

日でした。 ネル 口 はふる えながら、 冷え切った 両腕で 

かたく 犬 を 抱きしめた。 大粒の 涙が、 はら はらと 犬の 

額に かかりました。 

「パト ラッシュ、 行こう よ。 ね、 行こう。 僕ら はじつ 



て、 からだが くず おれ かかりました。 ようやく 気 をし 

ずめ て、 も 一 度 その かざられた 画 を 見ました が、 ああ 

それ は 彼の 描いた 画ではありませんでした。 やがて、 

よく ひびき 渡る 声で、 当選した 画 は、 アン トヮ ー プ生 

れの 埠頭 場 主の 子、 ス テフ アン. キイス リングの 作で 

あると 告げられました。 

ネル 口が 気がついた 時 は、 彼 は 玄関先の 石の 上に 倒 

れ ていて、 パト ラッシュが 一生懸命 彼 を 正 気づかせよ 

うと 鼻 をす りつけ ていました。 すこし はなれた ところ 

では、 アン トヮ— プの 少年団が 入選した 名誉 ある 友達 

を大 さわぎ をして とりかこみながら、 これから その 



埠頭 場の 家まで 威勢よ く 送って 行こうと している とこ 

ろでした。 ネル 口 は よろよろと 立ち上って、 パト ラッ 

シ ュ をし つ かり 抱きしめました。 

「ああ、 もうだめ だ。 パト ラッシュ、 もう 何もかも ご 

ネル 口 は 幾度 も 倒れそう になる の を、 ようよう 踏み 

こらえました。 もう、 お腹が 空き 切って、 辛抱で きな 

いほ どです。 やっぱり、 村へ ひきかえす ほか はない の 

です。 犬 は 頭 を たれて、 したがいました。 パト ラッ 

シュの 強い 足 も、 もうつ かれはて ている のでした。 雪 

はます ます 降りしきり きびしい 北風が 吹きつけました _ 

野 © は 殊に 凄まじく、 K れた道 を 横切る にも、 並大抵 



合って いました。 ふたりが この 世に 生きて いたの は 短 

い 間でした が、 ふたりが つくさねば ならない 義務 はつ 

くしました。 どんな 人に も 獣に も 恨み を 持った ことが 

なく、 きわめて 素直で したから、 決して 心に 何のと が 

める こ ともなく、 はればれして いました。 そして 今、 

饑えに おとろえはて、 血 は 寒さに 凍り クリスマス 前夜 

の 夜 あかしの たのし さ を 思い 浮べながら、 昏々 と 死ん 

で 行， j うとす る のです。 

突然、 大きな 白い 光が、 がらんと した 堂の 中に 流れ 

入りました。 月でした。 いつしか 雪 はふり 止んで、 い 

ま、 雲間 を 逃れ出た 月の 光 は、 二つの 名画 を 照し 出し 



あこがれの 画 を 隅々 まで はっきりと 示しました。 が、 

これ も 一瞬に して かくれ、 堂 内 は 再び まっくらな 闇が 

ひろがりました。 画の 方に さし 出されて いた ネル 口の 

両手 は、 再び 犬のから だ を 抱きました。 

「ああ、 神 さまのお 顔が 拝める だろう。 あそこ 

に。」 彼の 唇が かすかに 動きました。 「神様 は 私たち を 

お 見す てに はならない。 神様 は 御 慈悲 深い —— 。」 

夜が あけました。 アン トヮ ー プの 町の 人々 は、 この 

大 伽藍 〔# 「伽藍」 は 底本で は 「迦藍 匕 の 内に、 少年と 犬 

と を 見い出しました。 もうふたり とも、 冷たく 息 絶え 



ことだろう。 ああす まない すまない。 罪滅し をせ ねば 

ら なぬ。 わしの、 聲 になるべき はずの 子だった のに I 

I ご 

またし ばらく すると、 そこ 頃 有名な 画家が やって来 

て 集まって いる 人々 に 言う のでした。 「本当の 値 打 か 

ら 言 つたら、 たしかに この 子が えらばる べきだった の 

に。 あの 夕暮 の、 倒れた 樹に腰 を 下した 老樵 夫の 画。 

あの 画に は 天才の ひらめき があった。 未来に はきつ と 

すぐれた 画家に なれる 児だった。 わし は 何とかして 探 

し 出して みっしり 仕込んで、 その 天才 をみ がかそうと 

かんがえ ていた もの を —— 。」 



も はなす ことので きない ほどし つ かりと 犬 を 抱きしめ 

て いました。 

恥じ入って 後悔した 村の 人達 は、 ふたりの ために、 

神 さまが 特別のお 恵み をお 与え 下さる ように 祈りな が 

ら、 墓 を 一 つに して、 主従 抱き合つ たままで 葬り まし 

た。 —— 永遠に —— (おわり) 



底本 ： 「小学生 全集^ 黒 馬 物語 • フ ランダ— スの 犬」 

興 文 社、 文芸 春秋 社 

1929 (昭和 4) 年 5 月^日 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「或丄 ある、 あるい 併し ふし かし 唯丄 ただ 出来 

ふでき 尚 ふなお 害丄 はず 勿論 丄 もちろん」 

※総 ルビ を パラ ルビに かえました。 

入力 ： 大久保 ゆう 



校正 ： 門 田裕志 
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校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



